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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

駐車場15台完備

まずはお電話でご予約下さい。お問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

振袖・袴のお下見については
完全予約制です｡

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い
小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～
④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り

振袖コーディネート

無料ご試着体験会開催中！！
「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が
選ばれる
ポイント

袴・お着物レンタルセット
お早目にご予約下さい。

袴・お着物レンタルセット
お早目にご予約下さい。

多数展示中!多数展示中!

卒業式卒業式

ものき 着付け教室
新規生徒さん募集
ご自分の着付けでお出掛けしてみませんか？

手結びの着付けを習いたい方の勉強会です。
開講日 12回コース毎週木曜日 PM7：00～PM9：00
定　員 先着10名様
内　容 当月より3ヶ月間（予定）初歩より袋帯着装まで
持ち物 ゆかた、半巾帯、肌襦袢、裾よけ、帯板、腰ひも（2本）、

伊達締め、筆記用具、テキスト代
受講料 1回1,500円×12回

※6回毎に入金をお願い致します

お申し込み 3月24日㈪までにお電話にて
お申し込みをお願いします

ところ 貴装の店 わたなべ店内

4月7日㈪より開講

これからのきもののご着用にお役立ていただけること問題なし！
ご自分で着られる喜びを、着付け教室でぜひ体験してみてく
ださい！！

早い予約がゼッタイお得！
今ならご希望の時間にはたちのつどいのお支度予約ができます。

2026年・2027年にはたち
のつどいを迎えるお嬢様・ご家族様



2025 年（令和 7年）1月 25 日　むるぶ　-3- 2025 年（令和 7年）1月 25 日　むるぶ　-2-
　

藤
枝
は
か
つ
て
日
本
三
大
玉

露
の
産
地
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
抹
茶
作
り
が
盛

ん
で
す
。
他
に
も
紅
茶
づ
く
り

を
手
掛
け
る
茶
農
家
さ
ん
や
玄

米
茶
の
素
を
作
る
企
業
も
あ
り
、

日
本
で
も
有
数
の
多
様
な
お
茶

作
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
農
業
生
産
者
の

高
齢
化
は
日
本
全
体
最
大
の
課

題
で
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
20
年

前
か
ら
声
を
上
げ
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
解
決
策
の

実
現
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
丸
七
製
茶
株
式
会
社
で

は
、
藤
枝
抹
茶
を
世
界
に
発
信

し
、
茶
業
全
体
の
再
興
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
東
海
道
の
中
間

点
で
あ
る
藤
枝
に
本
店
を
構
え
、

日
本
遺
産
と
と
も
に
茶
文
化
を

発
信
し
、
世
界
的
な
取
引
先
と

の
関
係
で
恥
じ
な
い
お
店
作
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
急
須
で

お
茶
を
淹
れ
て
楽
し
む
伝
統
的

な
も
の
は
、
多
く
の
お
茶
屋
さ

ん
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
当
社
で
は
競
合
し
な
い

よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん

が
や
ら
な
い
新
し
い
手
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
既
に
世
界
大
会
に

出
場
し
て
き
ま
し
た
が
、
お
茶

も
今
後
は
世
界
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

積
極
的
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
賞
を

受
賞
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
、
当

社
の
高
級
ボ
ト
ル
茶
が
日
本
茶

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２
０
２
４
の
飲
料

部
門
で
最
高
評
価
を
頂
き
、
金

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

「
な
な
や
」
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
続
く
よ
う
な
、

世
界
に
向
け
て
魅
力
的
な
商
品

を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
。
お

客
様
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
何
よ
り
の
喜
び
な
の
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
度
藤
枝
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
丸
七
製
茶
本

店
」
と
い
う
店
名
に
は
、
長
年

の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
誇
り
と
、
新
た
な

茶
文
化
発
信
拠
点
と
し
て
の
役

割
、
両
方
を
表
し
た
い
と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
藤
枝
の
抹

茶
や
静
岡
県
内
の
お
茶
の
良
さ

を
、
今
ま
で
に
な
い
最
高
の
提

供
方
法
で
ご
用
意
。
青
山
店
や

浅
草
店
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
は

海
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
日
本
の
方

に
は
改
め
て
東
海
道
の
歴
史
を

想
像
し
、
藤
枝
に
愛
着
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

志
太
新
名
物
探
訪

旧
東
海
道
日
本
遺
産
・
茶
文
化
発
信
拠
点

「
丸
七
製
茶
本
店
」
が
オ
ー
プ
ン
！

　

こ
の
度
、
静
岡
県
藤
枝
市

に
「
旧
東
海
道
日
本
遺
産
・

茶
文
化
発
信
拠
点　

丸
七

製
茶
本
店
」
が
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
。
本
施
設
は
、

日
本
遺
産
「
駿
州
の
旅
」
の

旧
東
海
道
の
市
西
の
玄
関
口

と
し
て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る

茶
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
で

す
。
木
造
２
階
建
て
の
建

物
に
は
、
物
販
ス
ペ
ー
ス
や

カ
フ
ェ
、個
室
が
設
け
ら
れ
、

訪
れ
る
方
は
、
こ
こ
で
日
本
茶
の

伝
統
と
革
新
を
体
感
で
き
ま
す
。

　

１
階
で
は
、
丸
七
製
茶
の
自

慢
の
茶
葉
や
ボ
ト
リ
ン
グ
テ
ィ
ー

な
ど
を
販
売
。
２
階
で
は
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
こ
だ

わ
り
の
日
本
茶
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
駿
州
の
旅

日
本
遺
産
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
駿
州
堂
」
の
サ
ン
プ
ル
展
示

や
、
関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
は
、
単
な
る
お
茶
屋
さ

ん
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藤
枝
市
の
歴

史
や
文
化
、
そ
し
て
茶
文
化
を
国

内
外
に
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、

地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴鈴す

ず

す

ず

木木きき  

成成し

げ

し

げ

彦彦ひ

こ

ひ

こ

丸
七
製
茶
株
式
会
社
　
社
長

▲丸七製茶本店

そ
こ
知
り

志
太物

語

徳と
く
い
っ
し
き
じ
ょ
う

一
色
城
か
ら
田
中
城
へ

　

信
玄
も
家
康
も
重
要
視
し
た

田
中
城
は
室
町
時
代
に
今
川
の

命
を
受
け
た
土ど

ご
う豪

の
一い

っ
し
き
の
ぶ
し
げ

色
信
茂

が
居
城
を
拡
大
し
砦
と
し
て
造

ら
れ
た
の
が
「
徳
一
色
城
」
で
す
。

桶お
け
は
ざ
ま

狭
間
以
後
は
、
武
田
の
城
と

し
て
三
日
月
型
の
堀
を
廻
ら
し
、

遠
江
に
備
え
る
強
固
な
城
に
造

り
変
え
、
田
中
城
と
し
ま
し
た
。

　

志
太
平
野
の
視
界
が
開
け
た

平
地
の
城
で
し
た
が
、
湿
地
帯
の

中
に
あ
り
、
城
の
周
囲
は
三
重
の

堀
、
外
側
に
は
三
日
月
堀
、
背

後
の
土
手
に
守
ら
れ
、
難
攻
不

落
の
城
と
云
わ
れ
ま
し
た
。
事

実
、
家
康
が
こ
の
城
を
攻
略
す
る

の
に
七
年
余
を
要
し
ま
し
た
。

田
中
城
の
幾
多
の
特
徴

　

ま
た
、
田
中
城
に
は
特
異
な

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

❶
交
通
と
守
り
の
要 

東
海
道
筋

で
駿
府
を
守
る
最
前
線
で
あ
り
、

水
路
は
焼
津
港
か
ら
江
戸
や
京

都
に
も
通
じ
て
い
ま
し
た
。

❷
堀
と
水
路 

近
く
を
流
れ
る
六ろ

っ

間け
ん
が
わ川

か
ら
水
を
引
い
て
堀
を
水

で
満
た
し
、
水
路
で
焼
津
の
港

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

❸
上
水
道
整
備 

近
く
の
姥う

ば

が
池

の
湧
水
を
木
管
な
ど
を
使
っ
て

城
内
に
引
き
入
れ
て
、
井
戸
で

特
異
な
円
郭
式
縄
張
り
構
造

武
田
氏
が
「
田
中
城
」
と
命
名

汲
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

❹
三
日
月
形
の
堀 

城
門
の
外
堀

に
は
、
武
田
の
築
城
方
式
を
と
り

い
れ
、
三
日
月
形
の
堀
を
六
箇

所
も
造
り
、
守
備
を
固
め
ま
し
た
。

❺
同
心
円
形
の
縄
張
り 

城
は
、

直
径
六
○
○
ｍ
で
三
重
に
廻
ら

し
た
堀
が
あ
り
、
近
世
の
城
と
し

て
は
、
類
を
見
な
い
も
の
で
し
た
。

❻
素
朴
な
築
城 

城
の
本
丸
御
殿

は
、
僅
か
に
八
六
○
坪
で
、
天

守
な
ど
は
無
く
、
本
亭
と
二
階

建
て
の
物
見
櫓
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
家
康
と
二
代
秀
忠
、
三

代
家
光
が
宿
泊
し
ま
し
た
。
そ

し
て
二
之
丸
に
二
之
丸
御
殿（
清

水
御
殿
）
と
い
わ
れ
る
藩
主
の

館
で
あ
り
、
藩
の
役
人
が
政
務

を
行
う
館
が
あ
り
ま
し
た
。

田
中
城
と
そ
の
歴
史 

❶
❼
宿
場
と
離
れ
た
城 

城
自
体
が

湿
地
の
中
に
あ
り
、
城
外
に
宿

場
を
作
る
こ
と
が
出
来
な
い
た

め
、
宿
と
城
の
分
離
し
た
珍
し

い
形
の
宿
場
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
残
る
城
跡
や
史
跡

　

現
在
で
は
、
本
丸
跡
に
西
益

津
小
学
校
が
建
ち
、
田
中
城
内

も
住
宅
街
と
な
り
、
そ
の
形
跡

の
多
く
が
消
失
し
、
わ
ず
か
に

三
日
月
堀
や
土ど

る
い塁

が
残
る
程
度

で
す
が
、
随
所
に
説
明
板
が
あ

り
、
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
藩
主
の
屋
敷
（
二
之

丸
御
殿
）
跡
に
西
益
津
中
学
校

が
あ
り
、
現
在
の
史
跡
田
中
城

下
屋
敷
の
所
に
は
、
藩
主
の
別

邸
が
あ
り
ま
し
た
。（
小
嶋
良
之
）

【
資
料
提
供
・
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
】

▲1955年頃の田中城跡

▲駿河国田中城絵図

▲駿州田中城図



今を前向きに
瞬間を一生懸命に
今、私たちが出来ることは、只今を前向きに、そし

て瞬間瞬間を一生懸命に生きること。

いつも気持ちは
こどものままで
いつの間にか大人になって、要らない分別に縛られ

がちです。子ども心で過ごしましょう。

一目見た外見が
その人のすべて
外見よりも中身が大事と言いますが、その中身は全

て外見に現れます。鏡で自分の内面も見直します。

毎日を感謝の心で
感謝の言葉を相手に
感謝の気持ちは、言葉にしなければ伝わりません。

感謝の言葉を積み重ねて過ごしましょう。

一生懸命考えると
知恵が降りてくる
何とか解決したいと諦めずに考えて考えて考え抜く

と、不思議なことに知恵が降りてきます。

年齢にとらわれずに
生きていく生き方を
もう年だからとか、まだ若造だからとか、意識に年

齢はありません。若さとは心の若さの積み重ねです。

日常を楽しみ
人生を楽しむ
人生にはワクワク感が大切です。日常を楽しく生き

ることで、人生そのものも楽しいものに。

相手をほめると
幸運が近寄ってくる
文句を言うのではなく、相手の良さ見つけることが

大切です。褒めると幸運が近寄ってきます。

見方を変えれば
世界が変わる
無いことを歎かず、ある事に幸せを、ピンチは良い

事の前触れ、いい加減は良い加減と思う。

同じ波動の人が
引き寄せ合う
友人が友人なのは同じ波動で、引き寄せ合っている

からです。波動が変わると友人も変わります。

未来を心配するより
準備して一歩前に
先のことを心配して止まっていても何も変わりません。

一歩踏み出して流れを変えましょう。

お願いごとは
言い切りが大切
大谷翔平選手の思考方法は「こうなればいいなあ」

ではなく、「こうなる」と言い切ること。

欲の強さは
生命力の強さ
良くも悪くも欲が強いことは、生命力が強いという

事。欲は長寿の最高のサプリメントです。良き欲を。

悪口と文句と陰口は
言わない聞かない
悪口と文句と陰口は、百万回言っても何もスッキリ

しません。「言わず聞かず」が一番です。

言葉を毎日唱えると
言葉通りになる
言葉は、言霊といわれます。毎日毎日、一日に何度

でも唱えると、その通りになってきます。

訪れる試練は
学びのチャンス
人生には何度も試練が訪れます。それは新しい自分

と新しき道を発見する学びのお知らせです。

目の前の相手は
自分を映す鏡
相手が笑顔でないのはあなたが笑顔でないから。

相手が動かないのはあなたが動かないから。

明るい色の服や物を
身につけて過ごす
時には明るい色の服や物を身につけます。明るい色

は変化の原動力。明るい波動が訪れます。

人から愛される人は
神様からも愛される
人は、小さな神様だと言われます。人から愛される

ことは神様から愛されることと同じです。

今年は巳
み ど し
年。干

え と
支でいうと６０年に一度の「乙

きのとみ
巳」です。成長の兆しを表す【乙】と発展や転換を象

徴する【巳】が組み合わさり、これまでの努力や準備が実を結び、勢いを増して幸運に導かれる年です。
個人的には新しいスキルや知識を学び、自分の可能性を広げる年。社会的には、新たな価値観や技術
革新が生み出され、その変化を如何に受け取れるかが鍵となります。

ことばことばののサプリメントサプリメント66むるぶむるぶ
流流

一
般

藤枝市本町4丁目5-24
TEL･FAX  054-641-0652

駐車場が限られますので、バスなど公共
交通機関をご利用ください。

※本年は立春当日に豆まきをします。

第１回

11時30分頃
第２回

開運豆まき式開運豆まき式

11時 ご祈とう後

16時頃
15時30分 ご祈とう後

お参りはバスが便利です。
しずてつジャストライン中部国道線 「成田山前」下車　　
藤枝駅から15分程

成田山成田山

「豆まき式」 は、 節分特別護摩にてご祈祷を受け、 清め
られた福男・福女が、舞台から福豆をまきます。拾う方は、
自らの安全を確保しながらお楽しみください。 福豆を拾え
なかった方には福豆をお分けします。(数に限りがござい
ます。 ご了承ください。)

福男・福女 募集
除災招福 開運息災 身上安全

豆まき祈願料
大人 五千円・二十歳未満 二千円

きのと   み
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，おすすめの「スイーツショップ」を教えてください。
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メール、二次元
バーコードでお願いします。

２，あなたのお名前、郵便番号、
ご住所、電話番号、年代、職
業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼント
の発送をもって代えさせて頂
きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えはルミでした。

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　2月5日㊌
（当日消印有効）ＦＡＸ・メール・二次元バーコード必着

田中城の本丸跡にある小学校は？
　〇〇〇小学校（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中か
ら抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D
不可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図
書カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情報は、
本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外で使用すること
はありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

二次元バーコードでも
応募可能になりました。

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

もうすぐバレンタインデー！日本では女性から男性にチョ
コを渡す日ですが、 海外では男女問わず愛を伝え合う日、
感謝を伝える日として認識されています。 恋人だけでな
く、 友人や家族に贈ることも。 最近では日本でも感謝の
気持ちを込めて贈る文化が広まっています。 バレンタイン
の文化も変わりつつあるのかもしれません。 (石間健司 )

むるぶの広告のご案内
　むるぶでは、広告をお手軽な価格でご提供しています。たとえば、この
広告枠は、２段１／２の大きさで、広告料金は４６,２００円となっていま
す。その他の料金（税込価格）は以下の通りです。制作費は別途です。

詳細は、むるぶのホームページの左側にある「むるぶ広告媒体資料」
をクリックしてご覧ください。お申し込みは、藤枝江﨑新聞店、または
共立アイコムにご相談ください。

２段１／２ 46,200円 ２段 79,200円

２段（８面） 94,600円 ３段 105,600円

３段１／２ 59,400円 ３段（１面） 126,500円

（5月末現在 前年比）

焼津市 株式会社 共立アイコム （受託事業者） TEL：054-635-4652お問い合せ主　　催

対  象  者

★中型マイクロバスにて各企業に訪問します。
※高校1・2年生、大学1～3年生、専門学校1年生のお子様をもつ保護者の方も大歓迎です。

就職を控えるお子様（高校生・大学生など）をもつ
保護者の皆様

※

★親子での参加も可、生徒・学生のみの参加は不可。

参加には事前申込が必要です。
下の２次元コードよりアクセスし、お申込みください。
（各日定員約20名）

定員になり次第申込み終了とさせていただきます。

詳しくは
コチラ
から！

申し込みは
コチラ
から！

JR焼津駅南口 解散【午後4時】

● 碌々スマートテクノロジー株式会社

● 株式会社Tec

● 株式会社吉村

● 株式会社田子重

JR焼津駅南口集合・受付【午前9時】

午前9時～午後4時予定

申込〆切 
2025年
２月1３日(木曜日）まで

2月19日(水曜日)コース
焼津市企業訪問バスツアー
特設サイト

社員の仕事内容や、職場の
雰囲気等を見学できます。

年2025 月 日２１９（水曜日）

参加費 昼食付

お子様の就職を応援!
就職を控え

る

お子様をも
つ

保護者の方
が対象
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2月の休日緊急医

小児科
・

5

2日（日）

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
�641･0651

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

9日（日）

〈内〉水上内科
クリニック（高柳二）
�634･1200
〈小〉田熊こども
クリニック（瀬古二）
�647･5225

水守Ｂ整形外科
（水守三）
�645･7900

〈内〉井澤内科
クリニック（本町二）
�644･5566

11日（祝）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311

〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

〈内〉もちづき呼吸器内科
クリニック（藤岡二）
�641･6288

16日（日）

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉藤枝駅前
クリニック（駅前一）
�645･5545

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

23日（祝）

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

〈内〉聖稜リハビリ
テーション病院（宮原）
�639･0112

24日（休）

〈内〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）

�622･0045
〈内〉やまもと内視鏡
クリニック（志太一）
�641･2625

やまもと内視鏡
クリニック（志太一）
�641･2625

〈内・小〉すげがやファミリー
クリニック（堀之内）
�641･2903

2日（日）

〈皮〉奥皮フ科医院
（駅前三）
�646･0934

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

松下歯科オーラル
クリニック（高岡三）
�636･1291

9日（日）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）

�050･3033･4284

れんげじ歯科クリニック
（若王子三）
�646･4182

11日（祝）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

桜デンタルクリニック
（平島）

�643･1188

16日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

岡本歯科医院
（岡部町内谷）
�667･3735

23日（祝）

小澤歯科医院
（瀬古二）
�646･0775

24日（休）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000
〈泌・皮〉平井医院
（焼津市上泉）
�622･9070
そのだ歯科口腔外科
クリニック（瀬戸新屋）
�647･6006


